
 

 

原著論文 
『吸啜間隔の ROC 解析を用いた直接哺乳中の栄養的吸啜の推定』が 

看護理工学会 2025 年度学会賞を受賞 

 ピジョン株式会社（本社：東京都中央区、社長：矢野 亮）は、乳児の吸啜間隔の分析によって母乳を嚥下し
ているかを客観的に推定できる可能性を示した原著論文『Estimation of nutritive sucking during breast-
feeding by receiver operating characteristic analysis of sucking interval（吸啜間隔の ROC 解析を用いた直接
哺乳中の栄養的吸啜の推定）』において、看護理工学会 2025 年度学会賞を受賞しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
■受賞論文の概要 

＜背景＞ 
直接授乳において、乳児が実際に母乳を摂取しているかを判定することは、母乳育児の適切な支援を行う上で

重要です。しかし、従来の嚥下音による判定方法は、周囲の雑音の影響を受けやすいという課題がありました。 
乳児の吸啜は、母乳やミルクが口の中に流れ込む時の吸啜（栄養的吸啜）と流れ込まない時の吸啜（非栄養的吸

啜）に分かれます。それらを比較すると、栄養的吸啜の方が吸啜の間隔が長いという性質が知られています。当研
究ではその性質に着目し、吸啜間隔の分析によって栄養的吸啜であるか、すなわち母乳を嚥下している吸啜であ
るかを推定する新しい方法を開発し、その妥当性を検証しました。 

＜方法＞ 
生後 1～2 ヶ月の乳児を対象として、哺乳中の吸啜圧と嚥下音を記録しました。加工した哺乳器を使用し、吸啜

圧の変化から「栄養的吸啜」と「非栄養的吸啜」の吸啜間隔を測定しました。次に ROC 解析という手法を用いて
両者を分類するための吸啜間隔の基準値を算出し、それに基づいて直接哺乳中の吸啜を分類しました。 

＜結果・考察＞ 
吸啜間隔が基準値以上の吸啜において、嚥下音の発生頻度が有意に高いことが確認されました。これにより、乳

児の吸啜間隔を観察することで、嚥下を伴う吸啜であるかを推定できる可能性が示唆されました。 
 

■当社コメント 
この研究では、直接授乳中に赤ちゃんが吸うリズムを観察することで、母乳を飲んでいることを推定できる可能

性が示されました。赤ちゃんが母乳を飲んでいるかどうかを知ることは、母乳育児において非常に重要なポイント
です。当社は哺乳に関する研究をさらに深化し、得られた知見は哺乳びんの研究開発へ応用するだけでなく、母乳
育児の実現に向けた支援に繋げてまいります。 

2025年11月26日 
ピジョン株式会社 
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ピジョンブランドは、育児用品をはじめ、マタニティ用品・保育サービスなどを手掛けるブランドです。 
60 年以上に亘る研究に基づき、製品やサービスを提供することによって、 
この世界をもっと赤ちゃんにやさしい場所にしたいと考えています。 
そして、赤ちゃんが生まれながらに持つ素晴らしい力を育み、 
すべての赤ちゃんがありのままに輝ける世界の創造を目指していきます。 
 
赤ちゃんにやさしい未来に向けた世界中に広がる私たちの取り組みを下記でご紹介しています。 
https://www.pigeon.co.jp/vision-of-a-baby-friendly-future/ 
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